
                           

 

 

 

 

 

 

令和 4年度 

橿原市と奈良労働局との雇用対策協定 

事業運営計画 
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第１ 取組方針 

橿原市が行う子育て世代に対する就労に関する情報提供、若年者の就労支援及

び地元企業とのマッチング促進、生活困窮者等に対する自立支援と奈良労働局が

行う子育て世代、若年者および生活困窮者等に対する就労支援を連携して実施す

ることにより相乗効果による住民サービスの向上を図る。 

 

 

第２ 共同で行う取組 

１． 子育て世代に対する支援 

２． 若年者の就職促進のための支援 

３． 生活困窮者等に対する支援 

 

 

第３ 具体的な内容 

１ 子育て世代に対する支援 

子育て世代の方に対して、橿原市が実施する子育て相談・支援、保育相談等 

の各種子育てに関する情報の提供及び奈良労働局が実施するマザーズハローワ 

ーク事業での就労支援、求人情報の提供等について、連携して取り組む。 

【市が主体的に取り組む業務】 

（１） こども未来課・地域振興課窓口において、ハローワークマザーズコーナーの周

知を行う。 

（２） 市内大型商業施設で実施する、しごと応援フェアの実施 

（３） 児童扶養手当の現況届確認時期にハローワークと連携して臨時就労支援窓口 

の設置 

（４） 市民・市内企業に対し、市広報誌・商工会議所会報等による橿原市ふるさと 

ハローワークの周知を行う。 

【労働局が主体的に取り組む業務】 

（１） 橿原市ふるさとハローワークでの職業相談・職業紹介等を行う。 



（２） 子育て世代を対象とした就職面接会の実施 

（３） 子育て世代を対象とした就職支援セミナーの実施 

（４） 市が集約した子育て支援策の情報を窓口で提供 

 

２ 若年者の就職促進のための支援 

若年者の就職促進のため、就職面接会を実施する。 

【市が主体的に取り組む業務】 

（１） 商工会議所と連携して市内企業の人材確保のための企業説明会の開催 

（２） 市内大型商業施設で実施する、しごと応援フェアの実施 

（３） 市民・市内企業に対し、市広報誌・商工会議所会報等による橿原市ふるさと 

ハローワークの周知を行う。 

【労働局が主体的に取り組む業務】 

（１） 商工会議所と連携し、若年者対象とした就職面接会の実施 

（２） 企業誘致での進出企業に対する人材確保のための就職面接会の実施 

 

３ 生活困窮者等に対する支援 

 生活困窮者等に対し、各種機会を利用した自立支援の取組を実施する。 

【市が主体的に取り組む業務】 

（１） 生活困窮者等の自立支援のための生活相談 

（２） 生活困窮者等の就労に係る準備支援 

（３） 市内大型商業施設で実施する、しごと応援フェアの実施 

【労働局が主体的に取り組む業務】 

（１） 定期的な出張相談による生活困窮者の就労相談の実施 

（２） 担当者制による就労支援の実施 

（３） 就職後の定着促進のための企業訪問の実施 

 

 

 

 

 



４ 事業計画における目標 

 本事業の実施において、以下のとおり数値目標を定め取り組むこととする。 

 

（１） 子育て世代に対する支援 

【市の目標値】 

 項目 数値 

自立支援プログラムによる支援 支援回数 年１０人以上 

【労働局の目標値】 

 項目 数値 

橿原市ふるさとハローワークでの 

職業相談等 

※子育て世代のみではなく全体

の取扱数値 

 

新規登録者 

職業相談件数 

就職件数 

年 

１，３２５人以上 

５，０５８件以上 

  ４６０人以上 

就職面接会の開催  年２回以上 

就職支援セミナーの開催  年２回以上 

（２） 若年者の就職促進のための支援 

【市の目標値】 

 項目 数値 

しごと応援フェアの開催 開催件数 年１回以上 

若年者対象の企業説明会の 

開催 
開催件数 年１回以上 

【労働局の目標値】 

 項目 数値 

就職面接会の開催  年１回以上 



（３） 生活困窮者等に対する支援 

【市の目標値】 

 項目 数値 

臨時就労支援窓口の開設 相談件数 月２回 

【労働局の目標値】 

 項目 数値 

支援対象者の選定  年４２人 

就職件数  年２９人以上 

巡回相談による相談窓口の開設  月２回 

   

   


